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若鷹丸でコツコツ底魚類を調べています。

この研究に取り組んでいる資源評価研究室の

伊藤正木室長 服部努 成松庸二
主任研究員 主任研究員

水産重要種については体長測定や年齢解析

を行い（写真7）、年齢別の資源量を求め、

変動や動向などについてさらに詳しく分析し

て、生物学的な許容漁獲量の推定や適切な資

源管理方策の検討を行っています。同時に、

海の表面から海底までの水温や塩分濃度を観

測するなど環境データも収集しています。

こうした地道な調査を長年積み重ねること

で、日本の貴重な財産としての漁業資源の保

全と持続的利用に貢献したいと考えています。

東北区水産研究所では、調査船「若鷹丸」

（写真1）で、東北地方太平洋側海域におい

て重要な漁業資源生

物をはじめ、様々な

水産生物の採集調査

を行っています。

海底近くに生息するマダラ、キチジ、カレ

イなどの魚類、ズワイガニ、ホッコクアカエ

ビなどのエビ・カニ類、イカ類などの資源量

や生態をより詳しく知るためには、魚市場の

水揚物だけでなく、実際に海で生物を採集し、

種毎の分布密度、年齢構成、食性（何を食べ

ているか）などを知ることが重要です。

調査では、水深50ｍ位の比較的浅い場所か

ら水深2,000ｍ位の深海まで、着底トロール

網と呼ぶ網で生物採集を行います（写真2）。

網には漁業の対象とならないような魚も入り

ます（写真3）。たとえば、水深425ｍの海底

からはオニアンコウ（写真4）、デメニギス

（写真5）、水深350ｍの海底からはリュウグ

ウノツカイ（写真6）といった珍しい魚が混

獲されました。

写真7.採集物の計測作業

仕分け作業後、計測を行

う。魚の種類、体長、総

重量、耳石採集などの

データは、底魚の群集や

構造を知る上で貴重な情

報となる。

写真5. デメニギス

提供：後藤友明（岩手県水産

技術センター）

写真6. リュウグウノツカイ

仙台湾沖合の水深350mの海底で採集

写真4. オニアンコウ

（サイズは約7cm前後）

写真1. 調査船「若鷹丸」

http://tnfri.fra.affrc.go.jp/

作業風景を撮影
した「若鷹丸」
の阪本良太三等

航海士

写真2.揚網作業

船尾の船楼甲板上にて、調査
員と船員が両舷に分かれて作
業しながらトロール網を揚げ
る。

写真3.トロール網の採集物の

選別作業
全ての採集物を種類毎に分類
していく。


